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北海道指導林家連絡協議会（事務局）
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１．指導林家認定制度のはじまり

「林業後継者育成指導林家」認定制度

・国が認定 ［昭和53(1978)年～平成11年度］

実践林家による林業後継者育成

・市町村を単位とした「拠点的育成」
・拠点市町村に優れた林業経営をしている「後継者育成指導林家」を設置
・昭和５３年に道内１６市町村に３２名を設置 → 平成5年までに１２７名を設置

国
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１．指導林家認定制度のはじまり

○地域の模範と認められる林業経営の実践、人格・見識が優れている
○林業後継者の育成指導、積極的に指導活動ができる
○都道府県知事は、市町村長等の推薦を受けた者を指導林家として認定

○認定要件は、国の通知と同様
○各種コンクール等への積極的に参加、林業技術・知識の研鑽
○市町村長は、要件を満たす者を指導林家として、総合振興局長等に推薦

国

道

【平成12年4月1日付け林野庁長官通知】

【平成12年11月7日付け水産林務部長通知】
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２．北海道指導林家連絡協議会設立の経緯

○平成１３年度 各地域で指導林家協議会が設立

最初は、北空知地区（平成13年8月2日）

○平成１９年度 地域の指導林家協議会の組織化への機運が高まる

○平成２４年度 全道１７地区の全てに地区協議会が設立され、「北海道
指導林家連絡協議会」を設立

平成２５年２月２８日
北海道指導林家連絡協議会設立総会

経緯
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２．北海道指導林家連絡協議会設立の経緯

【初代役員】 ○ 岡部会長（空知）、中脇副会長（日高）、佐藤副会長（オホ東）、古川監事（胆振）、清原監事（根室）
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３．10年のあゆみ ～北海道指導林家連絡協議会の活動～

○Ｈ２５ 北海度指導林連絡協議会設立
○Ｈ２６～ 【第1回】通常総会（毎年実施：Ｒ３～４はｺﾛﾅ禍により書面開催）
○Ｈ２６～ 【第1回】全道研修会（毎年実施：Ｒ２～３はｺﾛﾅ禍により中止）
○Ｈ２８・３０ 道外研修会（岩手県ほか、長野県）

【直近の活動】
○令和５年９月２８日（札幌市） 【第８回】全道研修会
・「相続登記の申請方法及び相続登記申請の義務化について（札幌法務局）」

○令和６年２月１５日（札幌市）【第11回】通常総会

主な活動内容
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３．10年のあゆみ ～全道研修会の開催～

平成２６（２０１４）年８月２８日 第１回全道研修会 平成２９（２０１７）年８月２８日 第４回全道研修会



9

３．10年のあゆみ ～全道研修会の開催～

令和元(２０１９)年全道研修「松平指導林家」
（胆振東部地震：厚真町）

2016年9月30日 被害前

2018年9月11日 被害直後

ハスカップ畑被災

ハスカップ畑被災

物置破損

カラマツ38年0.84ha被災

カラマツ57年0.23ha被災

道路破損
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３．10年のあゆみ ～道外研修会の開催～

平成２８（２０１６）年道外研修「岩手県バイオマスセンター」 平成３０（２０１８）年道外研修「長野県川上村カラマツ木造施設」
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３．10年のあゆみ ～北海道林業グループ協議会との合同研修会の開催～

H26.2.26 活動報告をする有馬指導林家

H28.2.24活動報告をする黒川指導林家

H31.2.26 合同研修会(右：小森指導林家、左：富丘林業グループ小浜氏)
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３．10年のあゆみ （市町村への支援）
市町村職員技術力向上支援事業

佐々木指導林家氏所有山林で
意見交換を実施（むかわ町）

スギ人工林の手入れを説明する佐藤
指導林家（知内町）

○市町村林務担当者の知識・技術の向上を強化

○指導林家等の林業専門家と連携し林業普及指導職員による研修会
や現地指導等を実施

○森林経営管理制度、森林環境譲与税の活用などが円滑に進むよう、
市町村職員を支援

実績と計画

区分 予算 回数

R4実績 2,166千円 ３０回

R5計画 2,166千円 ２６回

※予算は、道の森林環境譲与税

専門的な技術を有する指導林家として地域の林業指導者を育成する

防風林の施業方法について提言を行う
土橋指導林家（新篠津村）
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４．北海道指導林家連絡協議会のこれから

0

10
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H29 H30 R1 R2 R3 R4

認定者数 辞退者数

○森林所有者の後継者 ⇒ 青年林業士 ⇒ 指導林家
○新たな林業ｸﾞﾙｰﾌﾟ員 ⇒ 指導林家

○現在、３２７人

○認定者数は減少
○辞退者数は増加

◆将来、指導林家となる人材の育成が必要
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４．北海道指導林家連絡協議会のこれから

・林業グループ ・青年林業士

・指導林家

支援
・

協力

「キーパーソン」 （将来の鍵を握る人たち）

・林業普及指導員等

・市町村職員

・森林組合等林業事業体

・地域の関係者
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５．【事例紹介】青年林業士から指導林家へ

○幼き頃から指導林家としての父の背中を見て、自らも指導林家へ

地元学生にトドマツ苗木について説明する父「古瀬斡士さん」

息子の古瀬清一郎さん）

親子で優良苗木を生産（右：息子の古瀬清一郎さん）
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５．【事例紹介】青年林業士から指導林家へ

○林業グループ活動を通じて → 青年林業士 → 指導林家 へ

グループ研修（山行き苗木の生産技術） グループ研修（簡易炭釜での木材利「木炭づくり」）
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５．【事例紹介】青年林業士から指導林家へ

父 「古瀬斡士」さん 平成２６年３月 認定証交付式 息子「古瀬清一郎」さん 令和４年３月 認定証伝達式

平成２３年２月青年林業士認定
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６．将来に向けて （林業グループ活動の活性化）

○指導林家・林業グループ・林業普及指導員は共に歩み現在に至る

◆将来、指導林家となりえる林業グループ数は最盛期の１／３程度まで減少
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林業グループのほとんどが地元の林業普及指
導員からの呼びかけによるものが多い

東神楽林業グループ：青年の山の整備

昭和35年頃 昭和50年頃 平成12年頃

森町林業グループ：室内検討会
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６．将来に向けて

各地区の指導林家連絡協議会員が、地域における森林・林業、木材産業
への貢献や社会貢献が行えるよう活動を継続していきます。
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